
ホームページのご案内

　2020年10月30日開催の当社取締役会において次のと
おり決議いたしましたのでお知らせいたします。

  「中間配当金領収証」により、ゆうちょ銀行全国本支店及
び出張所並びに郵便局（銀行代理業者）でお受け取りの株
主 様 は、2020年11月17日（ 火 ）から2020年12月30日

（水）までの間にお受け取りくださいますようお願い申しあ
げます。
　なお、配当金お振込ご指定の株主様には、「配当金計算
書」及び「お振込先について」を同封いたしましたのでご査
収ください。

　少額投資非課税口座（NISA口座）で上場株式等を保有
される場合、お取引先の証券会社の口座で配当金を受領
する方式（株式数比例配分方式）をお申込みいただくと、
NISA口座における株式等の配当金について非課税の適
用を受けることが可能となります。ただし、株主様の保有す
る全ての上場株式のうち1銘柄でも特別口座に残高があ
る場合には、株式数比例配分方式をお申込みすることがで
きず、非課税の適用が受けられません。この場合、特別口座
の口座管理機関（当社株式の場合は三井住友信託銀行）に
お申し出いただき、証券会社口座への残高の振替依頼や単
元未満株式の買取請求等を行っていただくことにより、株式
数比例配分方式をご利用することが可能となります。
　株式数比例配分方式のお申込み手続きの詳細につきま
してはお取引先の証券会社にご確認ください。なお、同方
式をご利用されない場合でも、NISA口座での上場株式等
の譲渡益は非課税の適用となります。

1．2020年9月30日最終の株主名簿に記録された株主も
しくは登録株式質権者に対し、中間配当を支払う。

2．中間配当	 1株につき金8円
3．効力発生日（支払開始日）	 2020年11月17日（火）

当社のホームページでは、株主・投
資家の皆様に対して、企業情報や財
務情報について、積極的に情報開示
を行っております。
また、インターネットショッピングサイ
トも開設し、皆様の利便性の向上に
努めております。
当社をより深くご理解いただくため
にも、ぜひご利用ください。

●ホームページURL

http://www.kansaisuper.co.jp/

第 6 2 期 中 間 配 当 金 に つ い て

中 間 配 当 金 の お 受 取 方 法 に つ い て

特 別 口 座 に 関 す る お 知 ら せ

株主メモ
事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月開催

基 準 日

定時株主総会　毎年3月31日
期 末 配 当 金　毎年3月31日
中 間 配 当 金　毎年9月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

単 元 株 式 数 100株

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事 務 取 扱 場 所

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（郵便物の送付先）
〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電 話 照 会 先） 0120-782-031
受付時間　9：00～17：00（土日祝を除く）

（ インターネットホームページURL ） https://www.smtb.jp/personal/
agency/index.html

公 告 方 法

電子公告とし、当社ホームページに掲載いたしま
す。（http://www.kansaisuper.co.jp/）
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電
子公告による公告をすることができない場合は、
日本経済新聞に掲載いたします。

上場証券取引所 東京証券取引所　市場第一部

駅前店改装（2020年８月）
（兵庫県伊丹市）

中間報告書
2020年4月1日から2020年9月30日まで
第62期

証券コード：9919

決議の内容



TOP ICS
　株主の皆様には、平素より格別のご支援ならびにご愛顧を賜り、
厚く御礼申しあげます。
　ここに当社グループ第62期（2020年4月1日から2021年3月
31日まで）第2四半期連結累計期間の決算ならびに事業の概況
についてご報告申しあげます。
　当小売業界におきましては、新型コロナウイルス感染症拡大が
引き続き警戒される中、経済活動は徐々に再開の動きが見られる
ものの消費者の節約志向は強まり、業種・業態を超えた競争はさ
らに厳しさを増すと予測されます。
　このような状況の中、当社グループは、『お客様目線の店づく
り』と『従業員目線の職場づくり』を統合し、お客様や従業員の

「負」の解消を図る『トータルソリューション型スーパーマーケット』
の実現に向け全社を挙げて取り組んでおります。
　その結果、当第2四半期連結累計期間は、営業収益、経常利益、
純利益とも増収増益となりました。
　当社グループは、新型コロナウイルスの収束が見通せない中、
お取引先様と連携し、全社一丸となって安定した食料品の供給維
持の使命を果たしていきたいと考えております。
　株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支援とご鞭
撻を賜りますようお願い申しあげます。

2020年11月

代表取締役社長

株主の皆様へ To Our Shareholders

バリアフリーに配慮
した店舗施設・キッ
チンスマイルの提案
メニュー・移動スー
パーとくし丸など

わが社の健康宣
言・ワークライフ
バランスの推進・
最長75歳までの
雇用制度など

食品ロス削減・リサ
イクルの推進・省ト
レー化への取組み・
マイバッグ持参運
動の推進など

LED照明全店導
入・ナイトカー
テン等による省
電力・使用電力
の見える化など

森林保全活動・
マイバッグ持
参運動の推進
など

六甲山森林保
全活動・棚田保
全活動など

フードバンク等へ
の食料品寄贈・障害
者福祉施設との協
働活動・移動スー
パーとくし丸など

全 従 業 員（アルバイト含む
6,069名）に、福谷社長からの
感謝の想いと健康を願うメッ
セージカードを添えて、マスク
1箱（50枚）を贈りました。従
業員対象の私用マスク配布

は、4回目
となります

（ 2 0 2 0
年9月）。

１７項目の持続
可能な開発目
標（ＳＤＧｓ）の
うち、私たちは
７項目に注力
しております。

「人」を企業における貴重な財産と考え、従業員の健康維持・増進
に投資しております。

これまで継続して
きた取組みが評価
され、経済産業省
が推奨する認証を
受けました。

関西スーパーマーケットは、国連が採択した
「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の達成に
貢献してまいります。

健康経営の推進

当社モデル店舗である
「中央店」型店舗へのリニューアル

駅前店 改装開店 2020年８月

フェスタ立花店 改装開店 2020年９月

近鉄長野線　富田林駅から南東200mに位置する複合商業施設に
核テナントとしてオープンしました。

富田林駅前店 新規開店 2020年11月



連結キャッシュ・フロー計算書（要約）� （単位：百万円）

科　目 当第２四半期（累計）
2020年4月１日〜
2020年9月30日   

前第２四半期（累計）
2019年4月１日〜
2019年9月30日   

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,244 △1,716
投資活動によるキャッシュ・フロー △1,250 △3,315
財務活動によるキャッシュ・フロー △1,108 △1,540
現金及び現金同等物の増減額 △114 △6,572
現金及び現金同等物の期首残高 5,089 11,103
現金及び現金同等物の四半期末残高 4,974 4,531

（注）記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てております。（注）記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てております。

連結損益計算書（要約）� （単位：百万円）

科　目 当第２四半期（累計）
2020年4月１日〜
2020年9月30日   

前第２四半期（累計）
2019年4月１日〜
2019年9月30日   

（営業収益） 65,530 62,719
売上高 64,545 61,730
売上原価 48,653 47,049
　売上総利益 15,891 14,681
営業収入 985 989
　営業総利益 16,876 15,670
販売費及び一般管理費 14,992 14,708
　営業利益 1,884 961
　経常利益 2,057 1,145
　親会社株主に帰属する四半期純利益 1,368 784

（注）記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てております。

財務ハイライト（連結業績の推移）

連結貸借対照表（要約）� （単位：百万円）

科　目 当第２四半期末
2020年9月30日現在

前　期　末
2020年3月31日現在

流動資産 13,655 13,975
固定資産 41,596 40,907
　有形固定資産 33,000 32,353
　無形固定資産 462 431
　投資その他の資産 8,134 8,122
資産合計 55,252 54,882
流動負債 14,969 15,277
固定負債 5,597 6,260
負債合計 20,566 21,537
株主資本 34,599 33,474
その他の包括利益累計額 86 △129
純資産合計 34,685 33,344
負債純資産合計 55,252 54,882

（注）記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てております。

　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染
症の世界的な拡大の影響によって悪化し、社会・経済活動の制約の中で、景気
の先行きに不透明感が深まっております。
　小売業界におきましては、政府から発令された緊急事態宣言や外出自粛要請
の解除後も、衣料及び耐久消費財などの需要激減や内食需要の高まりが続くな
ど消費に大きな変化が生じました。新型コロナウイルス感染症拡大が警戒される
中で、経済活動は徐々に再開の動きが見られるものの、今後も企業収益の悪化
や個人消費の落込みは避けられず、消費者の節約志向は強まるとともに、ECやド
ラッグストアをはじめとする業種・業態を超えた競争はさらに厳しさを増すことか
ら、その影響を受けることが予測されます。
　このような環境下、当社グループでは、お客様と従業員の安全・安心を確保する
ことを最優先に、新型コロナウイルス感染拡大防止策を実施してまいりました。お
客様が安心してお買物ができるようにアルコール自動手指消毒器の増設、ソー
シャルディスタンス確保のためのフロアサインの表示、従業員が安心して仕事がで
きる職場環境づくりとしてマスク着用の義務付け、レジガードの設置、チェッカー係
の手袋着用、諸会議や商談、研修会、採用活動におけるWebの活用などを進めて
おります。また、休止しておりました折込みチラシを週1回に集約して再開すること
でお客様の買物スケジュールに役立てていただくとともに、混雑緩和のために
10%引セールを週2回実施しております。エッセンシャルワーカーとして活躍する従
業員へ感謝と健康を願い、7月と8月に感謝特別支給金を支給、さらに、子会社を含
む全従業員約6,000名へ合計4度の私用マスクの無償配布を実施いたしました。
　このような状況の中、当社グループは3ヵ年中期経営計画の最終年度も、「健
康経営」「生産性向上」「教育」を3つの柱に掲げ、「営業方針」「人材力方針」「経営
管理方針」「成長戦略」「コンプライアンス強化」「全社課題解決施策」を基本方針
とし、お客様と従業員の「負」の解消を図るため、お客様、従業員、地域とともに環
境問題への取組みや社会貢献を通じて問題解決を行う「トータルソリューション
型スーパーマーケット」の実現に引き続き取り組んでおります。
　「健康経営」では、健康増進法改正に伴う受動喫煙防止の徹底や、「大腸がん」
の早期発見を目的とした便潜血検査を希望する従業員に実施いたしました。また、
長く元気に働いていただくため、パート従業員の再雇用制度を最長75歳にまで
延長いたしました。
　「生産性向上」では、「フィールドワークによる作業効率向上」「ハードの導入によ
る作業合理化」「システム投入による作業種類数の削減」そして「神戸赤松台セン
ター稼動による店舗作業削減」に取り組んでおります。ハードの導入では、AI機能
付「フライヤーリフター」の導入店舗を21店舗へ拡大いたしました。また、神戸赤
松台センターによる惣菜の新規商品開発や、7月からは（株）阪急フードプロセス
からの国内産若鶏ノントレー商品の取扱いを16店舗で開始するなど、お客様へ
魅力ある商品を提供するとともに店舗作業を削減しております。
　「教育」では、新入社員の知識修得と不安解消並びに職場への定着化を目的とした

「新入社員教育プログラム」を実施いたしました。7月からはお客様への情報提供を
はじめ接客力向上を図るため、「ベジタブル&フルーツアドバイザー」の資格取得に
関する教育を開始いたしました。また、高齢者やお身体が不自由なお客様への介助
及びお買物のサポートを目的に、サービス介助士233名を配置するほか、惣菜品な
どの開発・製造・加工に関する知識を習得した惣菜管理士2級及び3級の有資格

者31名が、安全・安心な食品をお客様に提供することを目的に取り組んでおります。
　店舗の改装として、4月にセルバ店（神戸市東灘区）、8月に駅前店（兵庫県伊丹市）、
9月にフェスタ立花店（兵庫県尼崎市）をリニューアルオープンしました。また、6月より
お客様のさらなる利便性向上とSNSを活用した新規顧客獲得を目指して、全店で

「LINEクーポン」を使用できるようにいたしました。
　環境・社会貢献活動では、新型コロナウイルス感染拡大防止支援として、兵庫県伊
丹市に対し4月に医療用防護マスクの寄附を行い、10月に感染症対策に関わる事業
にお役立ていただくための寄附をいたしました。
　また、レジ袋については、7月1日より全店でバイオマス原料配合の環境に配慮した
レジ袋を採用いたしました。地域との連携では、日常のお買物にご不便をされているご
高齢者、お身体の不自由な方などに商品をお届けする、移動スーパー「とくし丸」を3店
舗で運行開始し、運行車両は合計15台となりました。
　業績につきましては、当社グループの第2四半期連結累計期間の営業収益は655
億30百万円（前年同期比4.5%増）、営業利益は18億84百万円（前年同期比96.0%
増）、経常利益は20億57百万円（前年同期比79.7%増）、親会社株主に帰属する四半
期純利益は13億68百万円（前年同期比74.5%増）となりました。

事業の概況 Operating Results Consolidated Financial Statements連結財務諸表
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株 主 優 待 制 度

株主分布状況

● 発行可能株式総数 50,000,000 株
● 発行済株式の総数 31,940,954 株
● 株主数 6,168 名

大株主の状況 （上位10名）

株　主　名 持 株 数 持 株 比 率

エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社 3,200（千株） 10.49（％）
関西スーパーマーケット取引先持株会 2,770 9.08
オ ー ケ ー 株 式 会 社 2,310 7.57
伊 藤 忠 食 品 株 式 会 社 1,427 4.68
株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 1,139 3.73
国 分 グ ル ー プ 本 社 株 式 会 社 1,021 3.35
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 969 3.18
株 式 会 社 か ね 清 800 2.62
加 藤 産 業 株 式 会 社 700 2.29
関西スーパーマーケット従業員持株会 667 2.18

（注）	1.	当社は、自己株式を1,463,039株保有しておりますが、上記大株主か
らは除外しております。

	 2.	持株比率は自己株式を控除して計算しております。

基 準 日 毎年3月31日

優 待 品 次のいずれか選択の品をお贈りいたします。

100株以上 買物券（500円券） 　2枚 または 米2kg 1袋
1,000株以上 買物券（500円券） 　6枚 または 米5kg 1袋
5,000株以上 買物券（500円券） 10枚 または 米5kg 2袋

選 択 方 法 4月下旬に往復はがきでご案内いたします
ので、選択のうえご返信いただきます。

優待品送付時期 6月上旬にご送付いたします。

神戸市内 舞多聞店　HAT神戸店　青木店　兵庫店　大開店
レ・アール店　琵琶店　八多店　セルバ店　名谷店

阪 神 間
久代店　桜台店　川西店　中央店　駅前店　アリオ店
鴻池店　荒牧店　稲野店　大社店　広田店　苦楽園店
鳴尾店　浜松原店　フェスタ立花店　下坂部店　出屋敷店

大阪北部 宮田店　牧野店　江坂店　倉治店　小野原店　佐井寺店
高槻店　西冠店　三島丘店　豊中南店　河内磐船店

大阪市内
南江口店　ベルタ店　ベルファ都島店　善源寺店
今福店　内代店　古市店　蒲生店　福島店　大和田店
瑞光店　南堀江店　市岡店　住之江店　長居店

大阪東部 京阪大和田店　永和店　西郷店　日下店　旭ヶ丘店

大阪南部 高石駅前店　しんかな店　萬崎菱木店　金剛店
河内長野店

奈　　良 奈良三条店

見 本

社　　　 名 株式会社関西スーパーマーケット

設　　　 立 1959年７月29日

資　 本　 金 98億6,293万3,871円

本 店 所 在 地 兵庫県伊丹市中央５丁目３番38号

事 業 内 容 スーパーマーケットチェーン及び
店舗賃貸業

店　 舗　 数 スーパーマーケット　64店舗

従 業 員 数 3,888名

ホームページURL http://www.kansaisuper.co.jp/

子 会 社

株式会社KSP
資本金　　４億1,500万円
事業内容　�商品の配送、商品の製造加工
　　　　　及び店舗の安全管理等

（資本金・店舗数・従業員数は、2020年９月30日現在）

社員� 1,186名
パート他� 2,702名

（８時間換算）

代 表 取 締 役 社 長 福 谷 耕 治

取 締 役 会 長 玉 村 隆 司

常 務 取 締 役 中 西 　 淳

常 務 取 締 役 岡 　 秀 夫

取 締 役 北 山 忠 和

取 締 役 柄 谷 康 夫

取締役（常勤監査等委員） 生 橋 正 明

取 締 役（ 監 査 等 委 員 ） 森 　 薫 生

取 締 役（ 監 査 等 委 員 ） 福 井 公 子

取 締 役（ 監 査 等 委 員 ） 牟 　 禮 　 恵 美 子
（注）‌�取締役のうち森薫生、福井公子及び牟禮恵美子の各氏は、社外取締役であり

ます。

店舗ネットワーク （2020年10月31日現在） 役員 （2020年９月30日現在）

Corporate Profile Stock Information会社の概要 株式の状況 （2020年9月30日現在）

● 自己名義株式
1名
1,463千株
0.01%● その他の法人

225名
15,089千株
3.65%

● 個人・その他
5,789名
9,022千株
93.86%

● 証券会社
29名
90千株
0.47%

● 金融機関
30名
5,258千株　0.49%

● 外国法人等
94名
1,018千株
1.52%

● 100,000株以上
47名　0.76%

● 1,000株未満
4,984名
80.80%

● 1,000株以上
 5,000株未満

874名
14.17%

● 5,000株以上
 10,000株未満

109名　1.77%

● 10,000株以上
 50,000株未満

125名　2.03%

● 50,000株以上
 100,000株未満

29名　0.47%

所有者別株主分布状況 所有株数別株主分布状況


